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　ポジトロン核種対応型ガンマカメラADAC社製

VERTEXの同時計数回路によるMCD収集の基本性

能をPETとの比較と臨床用途の適用性について報告

する．

　MCDによる空間分解能はFWHM　4．8　mmとPETの

4．Ommに迫る高分解能を誇り，コリメータ方式の99

mmと比べ数段すぐれている．

　収集条件は，すべてMCDが6．O　sec／step，32　step，

FOV　38　cm，　PETが10分である．

　分解能ファントムで認識能を比較した結果，吸収

補正を行ったものでは，PETが2．O　mm径，　MCDが

2．5・mm径まで認識できる．しかし吸収補正をしない

場合には，25mmの識別も中心付近では困難であ
る．

　RCA領域に10　mm径のDefectがある心筋ファン

トムにおいては，マトリックス128×128のMCD画

像は，PETのEmissionのみの画像と非常によく似て

おり，Defectも十分に描出できている．

　心筋ファントム（容積153m’）において，マトリッ

クス64×64のLAD，　RCA領域におけるPixe1あた

りの平均カウントとActivityの関係を見ると，　Activ－

ityによりカウントが大きく変動し，最高値が0．88

mCi（32．56　MBq）付近であった．またActivityの増加

とともに数え落としが生じ，5mCi（185　MBq）を超え

ると完全に収集不可能となった．

　またマトリックス64×64，128×128，128×128＋

水（縦隔部）の順で，LADとRCA領域のカウント差

をActivity別に見ると，最高値がActivityの強い側ヘ

シフトしていき，また吸収による影響を受ける幅も

大きくなる．

　神経芽細胞腫の腹部の診断にはSPECT像が有用で

あるが，正常臓器への集積が診断の妨げとなること

がある．そこで，1231－MIBG（以下MIBG）腹部SPECT

像を用いた神経芽細胞腫の診断に影響をおよぼす腹

部臓器への集積について検討した．神経芽細胞腫の

16症例を対象として，いずれも腫瘍摘出前に，未治

療時に16例，化学療法後に13例の検査を行った．

37～74MBqのMIBGを静注6時間後，24時間後に
腹部SPECTを撮像し，各臓器ならびに腫瘍への集積

度について肝集積との比較により視覚的に5段階評価

した（0：集積なし～4：肝臓よりも強い集積）．MIBGの

集積した臓器や腫瘍の同定は，CTあるいはMRIを

用いて行った．化学療法前の原発腫瘍やリンパ節の

集積は一例を除き，6時間像，24時間像ともに肝臓

と同程度以上の強い集積であった．一方，正常副腎，

腎臓，大腸などの正常臓器への集積が認められる割

合は低く，集積度も低い傾向を示した．化学療法後

には，化学療法前に比較して，多くの症例で正常臓

器への集積が認められるようになり，腫瘍部への集

積度は正常臓器への集積度に近くなっていた．ま

た，腫瘍，副腎，大腸の描出は6時間像よりも24時

間像で明瞭であり，腎臓の描出は6時間像の方が明瞭

であった．神経芽細胞腫のMIBG腹部SPECT像で

は，投与後の時間経過や化学療法の有無により，腫

瘍や正常臓器の描出程度が変化する．このことを念

頭に置き，解剖学的位置関係も考慮して，正常臓器

と腫瘍への集積を細心の注意を払いながら鑑別し診

断する必要があると思われた．

27．副腎腫瘍における1311・adosterol・SPECT定量的評
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　i3il－adosterol副腎シンチグラフィにて副腎左右差の

判定を容易にする目的で，SPECTを同時に実施し，
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